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Summary 

1. The presen t s peci巴swas col¥ected by Prof. Y. YAMADA and Mr. TAZAWA 

from Yabitsll ancl Koza， Kii Prov. in Jllly 1957， by the writer from Kominato， Awa 

Prov. in April 1956 ancl 1957， ancl by Prof. YAMADA ancl Mr. SAKAI from Saga， 

T05a Prov. in April 1961. 

2. The froncl i5 membranaceolls， about 5-10 cm across， expancling irreglllarly 

leaflike， ancl irreglllarly lobecl or split into segments ancl aclheres to the sllbstratum 

with uncler surface of the basal portion. 

3. The anatomical strllcture is as fol¥ows. The thickness of the thalllls is less 

than 1，000μThe cortical layer consists of 6-12 layers of c巴lls. The upper cortex 

ancl the uncler on巴 areuneq ual in their thickness. Th巴 meclullaryfilament is about 

7μin cliameter ancl is more or less clense. The meclllllary layer is about 500μthick. 

The transverse connections in cortex ar巴 founclin inner cortex， but in lIpper ancl 

miclclle layer they are rarely founcl 

4. The carpogone ancl the allxiliary cell are d巴velopeclin s巴parat巴 amplll¥ae

which start as a seconclarily c1evelopecllateral branch from the cells of miclclle cortical 

layer. After fertilization the carpogone ancl its acljacent cells become v巴rylarge ancl 

rich in protoplasm， ancl their gelatinolls membranes increase in thickness. The 

cystocarp is pcar shapccl， clev邑lopedon both surfaces ，，11 over the fl'oncl， half immcrsecl 

to the meclllllary layer. The llpper part of nllclells is flll'llishccl Wilh no network 

filaments originatecl from ampllllar filaments. 

5. The spermatangium is Cllt 0[[ from the olltermost cortical cel¥， ancl its form is 

spherical. The outermost cortical cells proclucing spermatangilll11 are very elongatecl目

6. The tetrasporangia arise as seconclarily clevelopecl simple-cellecl branches from 

the cell of the cortical filament， ancl are c1iviclecl crllciately. 

ホン ダワラに関する研究の

田原正人

庄I
'仏、 い出

私が大学lζ入り ，111{物学の勉強を始めたのは，今からちょうど 50年程前

のことである。その頃の STRASBURGERの植物教科書の核分裂のと乙ろには，

1:1:1心体を持っている核分裂の例として， ヒパマ タ(Fucus)の図があげであっ

た。そのため，動物の実科で三崎臨海実験所{ζ行-った折lζ，海岸{とたくさ

んに生えているホンダワラ (Sargassum)の生殖挺托lζ削岩し ている ζ の植

物の幼l匹を見たと き，ζれを回定して-1;1]片を作って見たら，きっと教科書lζ
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出ているようなものを見る 乙とができるのであろうと考え，それをやって見

た。と ころがこれは見事に失敗した。 何も見るこ とができなかった。

1908年大学を卒業した年の冬， 2，3週間三崎の臨海実験所!と滞在してい

るとき，ホンダワラは卵を週期的[ζそして一斉に放出する ζ とに気付 き，そ

れを英文で書き，予報として植物学雑誌に発表した。とれが夜、のホンダワラ lζ

関する論文の最初のものである。翌年さらに研究を進めるために，三11時実験所

lζ3ヶ月平宣滞在しホンダワラのいろいろの種類とジヨロモク (Cystoρhyllum)

について観察を行なった。その結果は 1913年に発行された東京大学の紀要

Vol. 32 (ζ載っている。乙の研究でホンダワラやジヨ ロモクは卵を週期的lζ，

そして一斉に放出する乙と及び乙れら植物の匹発生の要点を明らかにする乙

とができた。ホンダワラのいろいろの種類が三11埼には生えているのであるが

乙のときのJEE発生の研究材料は主としてアカモク (5.Horneri)であった。

上述の報告を書いた後，自分は決してホンダワ ラlζ関甘る興味を失った

わけではなかったが，その後は専ら陸の植物の研究lζ従事 し，ホンダワラに

ついては全く予をつけるととができなかった。1917年[ζ名古屋の第八高等学

校[ζ赴任し.そ乙で 3年間教慨をとったが，その聞に 1巨lだけ三11崎の実験所

[ζ行く機会[ζ恵まれ，ホンダワラ {ζ関する研究材料を固定して名古屋lζ持ち

帰り，それでミク ロトーム切片を作った。すこぶる不完全な ものではあった

がともかくも乙の時の研究により，ホンダワラの匹発生lζ際して行なわれる

核分裂像を始めて見る ことができた。

ホンダワラの卵を見たととのある方は， 計í~れで も知っている乙とである

が，乙の植物の卵は 8つの核を表而近くに持っている。核の周囲lこは葉緑体

がむらがっているから，ζのζとはすぐに判る乙 とである。乙れは蔵卵器内

lζ元来は 8つの卵ができる筈のものが， ただ1つになったためで，ホンダワ

ラの卵は8つの卵が1つに合体したようなものなのである。ホ ンダワラの卵

が発生を始めるときに 8つの核の内 7つが消えてなくなり，残った 1つ

が卵の中央lζ来て受精を遂げ，そ乙で第 1回の核分裂を行な うのであれば，

事柄は至級簡単で， 何も問題は起ζ らないのであるが，受精の際 8核の次

{ζ現われるのは2核の状態で，それに続いて第1回の卵割が行なわれる。 1

核のときがない。そ乙で私は 8つの核の内 2つが残り， f也の 6つは消えてな

くなるのでなかろうかと考えた。しかし乙のような乙とは， 他lζ類例もない

ことで，半信半疑の内!とI時は過ぎていった。
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1922年，外国留学から帰り，仙台の大学lζ奉職する とと になり，研究も

自由にでき るよう になったので，永い問中絶していたホンダワ ラlζ関する研

究を再び始めるようになった。1924年に同大学のl1H科報告の第 1巻第 l号を

出すζとになり，彩、にも何か書くようにと言われたので， 長い間，私の頭の

なかでくすぶっていたホンダワラ の限発生に関する私の仮定説を公にした。

もし私の仮定説が真であるとすると，卵核と精核の合ーは，ホンダワラ

の卵で、は2箇所で行なわれなければならぬととになる。乙れはあま り可能性

のあることのようにも思われなかったので，あるいはホンダワラでは単性生

殖が行なわれているのでなかろうかという疑いさえ持つようになった。それ

はその頃まだホンダワラ の運動している精子を見る乙 とに成功しなかったた

めでもあった。

そ ζ で当時私迷の教~\~[居られた下斗米直昌君とー絡に三111奇の実験所lと

]吐き，ホンダワラ の卵ができるときに，果して減数分裂が行なわれるかどう

かということを，本格的lζ解明しようと研究を開始した。まず第 1tζ肝要な

ζ とは固定のことであるが，これについて両人はいろいろと苦労を重ねた。

しかしその甲斐ーがあって，ホンダワラ (S.enerve)でその目的を達する乙とが

できた。すなわち，乙の植物の単数染色体は 32で， 卵のできる とき [ζ減数分

裂が行なわれる乙とが明らかとなった。そ ζで次の問題は， 卵核と精核の合

ーは，卵のど乙で行なわれるかということであったが，これは浅虫の東北大

学の実験所で採集したヨレモク (S.t01，tile)で，受精ならびに第 1回の核分裂

は，卵の周辺fillにおいて行なわれることをつき とめる乙とに成功した。 ζ の

核分裂が行なわれるとき他の7つの核はまだ消えずに残っておるから 8核

のl時JlJjの次ぎには 2核のl侍期が来るととになるのである。

とζ ろが，ちょう どその頃，故国校博士のアカモクについての研究報告

が発表された。どういうわけであったか，博士の研究結果は私達のそれとは

徹底的に違い，まず第 1iζ染色体数は n=16，2n=32であると主張され，卵

核は卵の中央で精核と合一するというのであった。同属のものでも染色体数

は異なる 乙とは決して稀ではないが，もう一度私達の研究をアカモクでたし

かめて見る必要にせまられ，乙の方而の研究を岡部作一君が担当するとと lζ

なった。 研究は順調に進み，アカモク lζおいても，染色体数は n=32，2n=64 

で，この点はアカモク もホンダワラも同一であることが明らかとなった。ま

た受精についての乙とは，阿部広五郎君がヨレモク において研究を繰り返へ
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され，今回は見事な写真をとること lとも成功され，受精ならびlζ第 1回の核

分裂は，卵の中央でなく，卵の周辺部Kおいて行なわれる乙とに一点の疑い

もない乙とになった。阿部君は固定についてさらに新工夫を加え，蔵精器内

の核分裂をも観祭され，乙乙でも染色体数 n=32である乙とをたしかめられ

た。

以上は主としてホンダワラに関する細胞学的の事項であったが i欠lζ発

生学の方面の乙 とを述べる。在、の最初に研究したのはホンダワ ラ属のアカモ

ク，ジョロモク属のジョロ モク，スギモク属のスギモクであったが，乙の3

つの植物の!任発生は著し く違っている。そ乙でさらlζいろいろの植物の佐発

生を調べて見る必要を感じ，まず ヒジキ， ウミ トラノオの!庄発生を調べて見

た。乙の 2つの植物のl匹発生は，スギモクのそれと非常によく似て，アカモ

クとは全然巡っていた。ちょうどその頃，現在の猪野|宇土が大学の 3，q三生と

なり，卒業論文としてホンダワラの多数の怒lζっき，その)匝発生を研究され

乙るとになり，その結果ホンダワラ属の内でもアカモクの!匹発生は，乙の種

独得のもので、スギモクやヒジキと同様の)匹発生を行なうものがホンダワ ラ

腐の内にも多数にある ζとが明らかとなった。乙の ζ とは ヒジキを代表種と

して Hi.ukiaという属を設けようとしていられた故岡村隠士を失望させたと

とであったろう と思う。なぜかというと，)匹発生の上からは， ヒジキを別の

l去にする現I:EIは何も見当らぬζ とになったからである。

細胞学的の ζ と， )匹発生の乙とは一通り判明したので，自分は次lζ生殖

誕の発生の研究を始めた。最初は先人の研究を目有附昨首花{riめて見る位の考考.えであつた

がI研肝究を始めて見ると立

は l凹94羽O年から 1凶941勾年三lκζカか〉けて，東北大学の理科報告に数篇の論文として発

表になっている。

最後lζ，ホンダワラの卵についての実験発生学の乙とを一言¥(1-]け加えて

おく 。私がホンダワラ lζ|渇する研究を始めた最初の頃から，私は乙の方面の

ζ とにも気がむいていたのであるが，一向に進捗しなかった。 それは次のよ

うな事情であった。

その頃私は，研究材料として主としてアカモクを用いた。そのわけはこ

の植物の生殖築托は非1止に大きし取扱いに便利なためであった。と乙ろが

この植物の雌の小枝をコップの内IC入れ，そ ζで卵を出させようとしてもな

かなかできない。アカモクでできない乙とは{也の種類でもできないであろう
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と思いとみ，乙れが実験を進める上において大きな障害となった。やむをえ

ないから，i7u:のなかで自然に出ている卵を実験に用いる乙と になった。つま

り受精の終っていない卵をつかまえる 乙とができなかったわけで，夜、が 1927

年に公にした報告の如きも，海のなかで自然lζ出た卵を材料としたものであ

っ7こo

然るにその後，卵をコップの内でださせるζ とは，ホンダワラのイ也のい

ろいろの種類では何んでもない乙とが明らかとなり，阿部広五郎君の受精に

ついての細胞学的研究も，そのため見事な結果を収めるよう Kなった。現在

では山形大学の中沢信午君，岡山大学の広江三樹三郎君などが乙の方面の研

究K従事され，次々と有益な研究を発表されている。

サイゴ ン大学に海藻学指 導に来 て

サイゴン大学JlJj学f.iltl出物学教五

間 [1-1 1 ，\~ ll 

雪の羽田を発って香港経由 2 月訪日 'l i~' ぷのサイゴン lζ デIj J皆しました 。

サイゴン大学魁学部他物学教室は 5名位の教IH|iがjFJり， Ho教段以外は皆フ

ランス人で，講義も全部フランス語で行なわれています。 1-10教授は海藻の

生態が専門ですが3 乙乙では植物分類学を担当しています。助手の女子学生

Miss PHUONGが淡水深を専攻するとの事で，ナ ーツラン (Nha-Trang)海i学研

究所の海藻専攻の研究所員 KINI-I氏と，目下の処ぺ トナムの部類研究者は 3，

4名と云う処です。

私はサイゴン到着以

来，当植物学教室，ナ戸

ツラン研究所所蔵の海部

の桜本の査定研究を Ho

氏と一緒にやり，又，ナ

ーツラン研究所，カ ンポ

デア領近くの離島フッコ

ック島，南ぺ トナム北方

サイゴン大学理学部

生物学教室

のユエ及びツーラン等の沿岸の採集調査を行ない，
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ツ ー ラン (Touran巴)

の海岸にて海務係集中

i人はユ工夫学植物の

NCOE教侵(左)と筆者

ぺ 卜ナムの海藻類の概要




